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支部欄　大阪支部通信（6月）

　囹8月5日　支部報第11號嚢行

　5日附は8月例會案内として葉書にて，第2頁は観測キャンピング案内とし

て用紙1枚刷にて9日襲行・和歌山支部員にも配布され，大阪天文研究會が紹

介されて居る．

　囹8月8日　8月例會開催

　心懸橋筋Lをぐらや1固頭室にて18時弓丈會．來たる11日より1週間開催

の観測指導キャンピングの焚表あり．多数滲加者を約し，次に百濟支部長の

L最近の天文豊界「と題するペルチア・下保爾彗星，とかげ座新星，6月19日

日食等の御話を拝懸，21感孚よりウフア肚のL宇宙の驚異「第7篇第1巻，支部

幹事津田雅之氏が北海道日食蕨行に飯影された實測2巻の映為をなす．車窓

風景・観測隊の活躍振り・日食實為は34名の出席者の眼を惹き付けた．本部

より中村氏の出席あり，山本富士來會されてシベリア日食の御土産話と實為

映書とは博士の御出席無き爲9月例會に延期となり，盛會裡に22時幽閉會．

　囹8月il日一17日頃観測指導とペルセ座流星群観測キャンピング

　阪和爾支部合同にて南海滑剰樽井に1週前キャンプを實施．毎日の快晴に

恵まれて観測墨絵満帆．微光流星まで見え銀河の姿も鮮かなもの，ペルセ流

星群は協同観測に：より大牧獲が得られた．期間中の蓼加者は流星課長和歌山

支部長小論孝二郎氏，流星課幹事宇野良雄氏・大阪天文研究愈坂井弘氏，大

阪支部幅井民雄・清水勝・西森紀久雄氏，流星課員脇田馬太郎氏等，徹夜の

観測に疲れも見せす書間は水泳・魚釣に興じ，O．　A．　A。の禽旗は村民に親ま

れ携行の8糎反射望遠鏡は未見の人々に驚異の風景を展開した。淳朴な自然

と人との交際も僅か7日間でうりを告げ，論意焔々親睦は深め．られ，星の友

は固く結ばれて17日無事にキャンプを潮通す．

大阪支部9月例會
1．　日　日寺　9月5日（土）　18日寺より

1．會　場　心齊橋筋八幡筋南入西側　をぐらや（心交吐）ビルヂング5階

1．天女談語會と學者に物を訊く禽（詳細支部報）
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京都支部・京星會だよリ　（7月）

　天文憂の日食観測隊が饒って異る．映書や雑誌に日食爲眞が載る。未だ未

だ日食の興奮はさめない．會員は馴合毎に日食を語り合ふ．

　O會誌・京星’7月號　皆銑日食後最初に昼行される倉誌であり，特に原稿締

切を延期し皆既地よりの日食記事，槻測報告等を加へ第10號日食報告號とし

て中旬獲行された．100部置旧，内容は次の通りで40頁．

　開頭言　皆既賃食を麹て一目頓別にて，前田治久　待ちに待つた日食一花山中交蔓，

木蝋成麿　皆既日食を見るの記一興部にて，近田要　皆既日食地よりの電丈　北海道に

於ける皆既日食　6月19日皆既日食中の温度凶漁表　京星會員による部分日食襯測　水

車小屋の夜7佃泰三課述　卒業試験，藤田一也　暗算で出せる月齢の計算法　星座紳話

一琴座　7月8月の天象　大卍字山越の記　南陽丸より，笹部榮一　京星會報告　會告

　OH食座談書　最初府立ec一一一中學校に於て，同校天文同好會と共同にて開催

の豫定であった日食座談會は，都合で天界7月號に爽表せられた通り，19日

（日）19夜時より帝大樂友二野に於て，花山天文墓山本一清博士を初め，6名の

諸先生及び千日大津に開かれた黄道光會議に，各地より出席された5名の諸

氏及び阪神地方よりの数名の諸氏を迎へ，：京都呼野及び京都理科研究會，一

中天文同好會員の出席により50名の會合として盛大に開かれた．机上には今

周の日食に期する新聞記事全部を工めたスクラップブック，皆二食，部分食，

機械，観測者の100枚近い寓眞及び切鰯時刻，温度攣言詮の報告が列べられ，

座談會として褒表されたが，花山天文憂日食観測除報告講演會の形となり，

柴田淑次回（第1目測隊一校幸村），木邊成麿氏（第2槻測除一中頓別村），高城武手骨（第3

狸測隊一蹴輕町），伊達英太郎氏（兵庫縣一部分日食爲眞14枚撮影），公女武彦氏（第4麹

測隊一満洲國呼薦），山本一清博士（第5観測隊一ロシヤ國オムスク）の順にて各々観

測除の陣容，機械設備，槻測實況，皆甑日食の世智及び観測地の風物人情，

族田中の面白V・話等を語られ，一同時闇の短い事を惜しみながら22時過ぎ閉

會した．當日各地より出席された諸氏は，本田實氏（鳥取），渡邊恒夫氏（大

分），編井實信氏（廣島），廣瀬永治郎氏（岐阜），寺1町忠行氏（名古屋），改獲

香鳩氏（紳戸），伊達英太郎氏（兵庫），西森菊雄氏（大阪）であった．

　O彗星出現蓮報　下保彗星の稜見及びその正しV・位置豫報，ペルテア彗星が
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肉眼で見へる旨及びその位置豫報が見取り星圖及び観測上からの詮明をつけ

て，21H‘9紙版の印刷物で京星速報23號として獲行された・

　07月幹事會　第2年度最終の定時幹事會が，17日（金）夜幹事岩崎房治氏宅

で9名の出席者によb開かれた．豫め配布されてるた8頁の滲考資料印刷物に

從って議事：が進められ，9月よりの第3年度に封ずる方針を決定し，組織幹

事，會務執行規定，事業豫定の酔夢制定決定がみられ，第2年度締切及び第3

年度に封ずる事務的打合せがなされた・

　　　　　　　　　　　　山　ロ　だ　よ　り

　拝魯長らく御無沙汰をして居ります．この度の日食麹測にはlj」本先生を始め諸先生

が各地で非常な努力を彿はオV，それが全部大成功でありました由，誠に嬉しく訓説ひ申

します．色々の興味ある報告を待って屠る次第であります．私も地方委員の一人として

色々考へて居りますが，何しろ微力にして思ふやうな仕事も出來ません．この度の部分

食観測には好天氣に恵まれて楡快に鯉測を致しました。氣象關係を少し調査致しました

ので御報告します．（報告丈省く）

　　　　　　　　　　　　　　　　　【ri口縣立柳チF中學校　蒲庵達雄

　　　　　　　　　花山ブレテン，順調に登行さる

　昨年來花山のブレテンは印刷所及び印刷費用の都合に依り，甚だし

くその干割がおくれて居たが，日食もすみ，最近すこぶる餓裕を生じ

たので，目下東京及び京都爾地に撃て急ぎ印刷中．割る9月4日附第320

號の印刷完了（9月10頃）とともに獲逡される平定．爾321號以後は毎月

1－2同づっ正規に磯行される筈。

　（因みに，ブレテン購費は年額1．80圓，申込は協愈事務所へ）

　　　　　　　　　☆日食が大成功だつた御蔭で，日食に關する原稿が机上に山積
　編輯後記
　　　　　　　　　し，編軽子を憐殺する！1正に天文界の黄金時代が來たやうだ．

日食とは云はぬ．其他の寄稿が又混々蓬らわる．蓋し編輯部は近頃にない裕颪だ．

　★1年の天文季節．＊kiが來た．そこで早速，久方ぶりでし流卿に關する親旧法の記

事を幹事・宇野良雄氏より寄稿さオし，本號を飾ることにした．同氏tc謝意を表す．誌上

多彩！！

　☆目食記事はまだまだ自訴添載の豫定．地方に於ける部分食観測の報告も興味多い記

録である．兎に角，日本杢國の日食だつたのだから一一

　★220米lll頂の花tflには早くも初秋のおとつれ，いと物静かに一（葵星）


